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作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
高
橋
源
一
郎 

 

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
一
月
一
日
～
。
小
説
家
。
広
島
県
尾
道
市

に
生
ま
れ
る
。
小
説
家
。
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
麻
布
中
学
校
に
進
学

す
る
も
父
親
の
失
踪
に
と
も
な
い
灘
中
学
校
に
転
入
。
灘
高
校
を
経
て
横
浜

国
立
大
学
経
済
学
部
へ
入
学
（
後
に
除
籍
）
。
し
か
し
、
当
時
は
大
学
紛
争
中

の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
授
業
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
ず
、
高
橋
自
身
も
活

動
家
と
し
て
街
頭
デ
モ
に
参
加
し
、
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
逮
捕
。

翌
年
八
月
ま
で
拘
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
約
十
年
間
、
土
木
工
事

の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
。
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）

年
の
「
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」
で
作
家
と
し
て
注
目
を
集
め
、
こ

れ
以
降
小
説
や
評
論
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
彩
な
文
学
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
日
本
の
近
代
文
学
を
現
代
の
大
衆
文
化
と
融
合
さ
せ
る
な
ど
、
パ
ロ

デ
ィ
を
駆
使
し
た
前
衛
的
な
作
風
は
独
特
。
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に

明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授
に
着
任
（
平
成
三
十
一
年
定
年
退
職
）。
競
馬

評
論
家
、
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
多
く
の
顔
を
持
つ
。 

文
学
活
動 

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
十
一
月
に
学
生
運
動
に
か
か
わ
っ
た
高
橋

は
凶
器
準
備
集
合
罪
等
で
逮
捕
さ
れ
、
翌
八
月
ま
で
東
京
拘
置
所
に
収
監
さ

れ
た
。
収
監
中
に
一
種
の
失
語
症
と
な
っ
た
高
橋
は
、
そ
の
後
の
約
十
年
の

体
験
を
も
と
に
「
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」
を
執
筆
し
、
昭
和
五
十

六
（
一
九
八
一
）
年
に
群
像
新
人
長
編
小
説
賞
優
秀
作
を
受
賞
。
当
時
同
作

は
そ
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
さ
の
た
め
に
評
価
が
大
き
く
分
か
れ
た
。
文
芸

評
論
家
の
吉
本
隆
明
は「
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
ポ
ッ
プ
文
学
の
最
高
の
作
品
」

と
い
う
言
葉
を
送
っ
た
。
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
「
虹
の
彼
方
に
（
オ

ー
ヴ
ァ
ー
・
ザ
・
レ
イ
ン
ボ
ウ
）
」（
中
央
公
論
社
）、
六
十
（
一
九
八
五
）
年

「
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
対
火
星
人
」（
角
川
書
店
）
を
刊
行
。
こ
れ
ら
は
「
さ
よ

う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」
と
あ
わ
せ
て
初
期
三
部
作
と
呼
ば
れ
る
。
平
成

元
（
一
九
八
九
）
年
「
文
学
が
こ
ん
な
に
わ
か
っ
て
い
い
か
し
ら
」（
福
武
書

店
）
、
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
「
日
本
文
学
盛
衰
史
」（
講
談
社
）
、
十
四
（
二

〇
〇
二
）
年
「
官
能
小
説
家
」（
朝
日
新
聞
社
）
、
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
「
ミ

ヤ
ザ
ワ
ケ
ン
ジ
・
グ
レ
ー
テ
ス
ト
ヒ
ッ
ツ
」
（
集
英
社
）
、
一
九
年
「
ニ
ッ
ポ

ン
の
小
説―

百
年
の
孤
独
」（
文
芸
春
秋
）、
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
「
大

人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」（
岩
波
書
店
）
な
ど
、
日
本
の
近
代
文
学

を
半
ば
固
定
化
さ
れ
た
従
来
的
な
評
価
か
ら
引
き
離
し
、
現
在
と
接
続
し
て

自
由
な
発
想
で
と
ら
え
な
お
し
た
小
説
・
評
論
・
文
学
史
を
数
多
く
発
表
し

て
い
る
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
「
高

橋
源
一
郎
の
飛
ぶ
教
室
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
つ
と
め
て
い
る
。 

作
者
を
解
く
カ
ギ 

 

言
葉
と
は
何
か
？ 

自
明
の
よ
う
で
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
こ
の
命
題

を
、
高
橋
源
一
郎
の
小
説
は
追
及
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
根
源
は
、
彼
が
八

か
月
の
拘
置
生
活
の
な
か
で
一
種
の
失
語
症
と
な
っ
た
経
験
が
大
き
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
体
験
を
加
藤
典
洋
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。 

 

と
に
か
く
、
言
葉
が
話
せ
な
く
な
り
、
書
け
な
く
な
り
、
そ
う
な
っ
て
、

そ
れ
ま
で
自
分
に
空
気
の
よ
う
だ
っ
た
言
葉
が
、
何
だ
っ
た
の
か
、彼
に
、

は
じ
め
て
わ
か
る
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
も
ち
ろ
ん
言
葉
は
自
分
と

世
界
を
つ
な
い
で
い
る
。
こ
れ
が
使
え
な
く
な
っ
た
ら
、
ピ
ン
チ
だ
。
そ

れ
は
ち
ょ
う
ど
、
自
分
と
池
の
間
の
氷
が
、
溶
け
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
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で
、
そ
う
な
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
？―

―

誰
も
、
ス
ケ
ー
ト
を
滑
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。（「
解
説 

そ
れ
っ
て
、
ど
う
い
う
意
味
な
ん

だ
い
？―

―

こ
の
小
説
の
言
葉
、
そ
れ
か
ら
こ
の
小
説
が
そ
れ
で
も
や
は

り
小
説
で
あ
る
こ
と
」「
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」
講
談
社
文
芸
文

庫 

平
成
九
） 

 

こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、
た
と
え
ば
「
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」

に
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。 

 
 
 

昔
々
、
人
び
と
は
み
ん
な
名
前
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
名
前
は

親
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

そ
う
本
に
書
い
て
あ
っ
た
。 

 
 

大
昔
は
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 

そ
し
て
そ
の
名
前
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヘ
ー
ボ
ン
ス
キ
イ
と
か

オ
リ
バ
ー
・
ト
ゥ
イ
ス
ト
と
か
忍
海
爵
（
お
し
ぬ
み
じ
や
つ
く
）
と
か
い

っ
た
有
名
な
小
説
の
主
人
公
と
同
じ
よ
う
な
名
前
だ
っ
た
。 

 
 

ず
い
分
面
白
か
っ
た
だ
ろ
う
な
。 

  

物
語
世
界
に
お
い
て
、
事
物
に
名
前
が
付
い
て
い
る
と
い
う
事
態
が
「
本

に
書
い
て
」
あ
る
「
大
昔
」
の
あ
り
方
だ
と
い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
わ
た

し
」
は
そ
う
で
は
な
い
世
界
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
、
こ
う
し
た
感
覚
こ
そ

高
橋
の
失
語
症
に
と
も
な
う
実
感
に
由
来
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
空

気
の
よ
う
だ
っ
た
言
葉
」
が
遠
ざ
か
り
、
運
用
に
支
障
を
き
た
す
感
覚
。
現

実
世
界
と
の
か
い
離
を
突
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
苛
ま
れ
た
高
橋
は
、

自
分
の
言
葉
を
模
索
し
、
そ
の
隙
間
を
必
死
で
埋
め
よ
う
と
す
る
。 

以
上
の
よ
う
な
〈
当
た
り
前
〉
を
問
い
直
す
と
い
う
思
考
・
発
想
は
、「
歴

史
」
や
「
文
学
史
」
と
い
う
〈
当
た
り
前
〉
を
問
い
直
す
本
教
材
に
も
底
流

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
 出

典 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」（
岩
波
書
店 

平
成
二
十

一
）
に
よ
っ
た
。 

出
典
と
の
異
同 

 

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
、〔 

〕
内
の
理
由
に
よ
り
、
以

下
の
部
分
を
省
略
し
た
。 

〇
「
こ
の
本
の
中
で
、
」（
原
文
Ｐ
六
・
14
、 

教
科
書
Ｐ
三
〇
五
・
10
「
わ

た
し
は
、
」
の
後
）〔
教
育
上
の
配
慮
〕 

〇
「
も
ち
ろ
ん
、…

遊
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」（
原
文
Ｐ
７
・
７
～
Ｐ
７
・

９
、
教
科
書
Ｐ
三
〇
六
・
２
の
後
）〔
教
育
上
の
配
慮
〕 

 

参
考
文
献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
教
師
用 

「
思
考
と
し
て
の
歴
史
と
行
動
と
し
て
の
歴
史
」（
白
ソ
フ
ィ
ア
双
書
23
） 

 

Ｂ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
、
上
村
忠
男
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 

未
来
社 

平
十 

＊
「
歴
史
」
に
関
す
る
思
考
の
枠
組
み
を
大
き
く
転
換
し
た
著
作
。
原

著
が
第
二
次
大
戦
下
の
一
九
三
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
点
も
重
要
で

あ
る
。 

「
始
ま
り
の
現
象
」（
叢
書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
358
） 
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エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
、
山
形
和
美
・
小
林
昌
夫
訳 

法
政
大
学
出
版
局 

平
四 

＊
本
教
材
の
出
典
「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」
の
「
七

日
目
」
で
高
橋
源
一
郎
は
サ
イ
ー
ド
を
引
用
し
な
が
ら
日
本
の
近

代
文
学
の
「
始
ま
り
」
と
「
現
在
」
の
小
説
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。 

「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」 

高
橋
源
一
郎 

 
 

岩
波
書
店 

平
二
十
一 

＊
本
教
材
の
出
典
。
本
教
材
は
「
は
じ
め
に
」
に
あ
た
る
が
、「
一
日

目
」
か
ら
「
七
日
目
」
ま
で
、「
過
去
」
の
文
学
を
「
現
在
」
と
重

ね
合
わ
せ
る
形
で
「
自
分
の
『
文
学
史
』」
を
作
っ
て
い
る
。 

「
立
ち
す
く
む
歴
史―

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
『
歴
史
と
は
何
か
』
か
ら
50
年
」 

喜
安
朗
・
成
田
龍
一
・
岩
崎
稔 

 
 
 
 
 
せ
り
か
書
房 

平
二
十
四 

＊
カ
ー
の
「
歴
史
と
は
何
か
」
を
入
り
口
に
、「
現
在
」
の
歴
史
を
め

ぐ
る
諸
問
題
を
論
じ
た
も
の
。 

 

＊
生
徒
用 

「
文
字
禍
」 

中
島
敦 

（「
文
字
禍
・
牛
人
」〈
角
川
文
庫 

令
二
〉
収
録
） 

＊
「
文
字
禍
」
は
「
山
月
記
」
と
あ
わ
せ
て
「
古
譚
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
戦
時
下
の
昭
和
十
七
年
、「
文
学
界
」
に
発
表
さ
れ
た
小
説
。

「
歴
史
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
題
が
、
同
時
期
の
権
力
の
問
題

を
巧
み
に
射
抜
き
な
が
ら
言
い
表
さ
れ
て
い
る
。 

「
歴
史
と
は
何
か
」 

Ⅰ
歴
史
家
と
事
実 

 

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
、
清
水
幾
多
郎
訳 

 
 
 
 

岩
波
書
店 

昭
三
十
七 

＊
戦
後
一
九
六
一
年
に
カ
ー
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
行
っ
た
連
続

講
演
を
書
籍
化
し
た
も
の
で
、「
歴
史
」
と
い
う
枠
組
み
を
考
え
る

う
え
で
必
読
の
書
。 

「
日
本
文
学
盛
衰
史
」 

高
橋
源
一
郎 

 
 
 
 

講
談
社
文
庫 

平
十
六 

＊
二
葉
亭
・
漱
石
・
鷗
外
・
啄
木
・
花
袋…

、
何
を
、
ど
う
書
け
ば

よ
い
の
か
苦
悩
す
る
日
本
近
代
文
学
黎
明
期
の
文
学
者
た
ち
が
総

登
場
す
る
長
編
小
説
。 

「
日
本
近
代
小
説
史
」
新
装
版 

安
藤
宏 

 
 
 

中
央
公
論
新
社 

令
二 

＊
明
治
初
頭
か
ら
村
上
春
樹
ま
で
、
日
本
の
近
代
小
説
を
一
冊
で
案

内
し
た
入
門
的
「
文
学
史
」。 

 


